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問　今年の区の運営は始まっているが、地域力創造交付
　　金は繰り越しできるか。
答　できる。
問　コミュニティ基金は集会所の改修に利用できるか。
答　区が借受人となれば、集会所であっても対象になる。区で調整して公民
　　館を一カ所に絞って欲しいというのが町の考えだと思う。
問　鰍沢病院跡地の管理をしっかりやってほしい。また、今後の利用は。
答　国の方針がまだ決まっていないため、町も手がつけられない状況にある。

日時：5月25日　　場所：上町公民館　　参加人数：27人

4.鰍沢中区

問　議員削減は地域の声が議会に届きにくくなる不安もある。
　　また、削減して報酬を上げる考えは違うと思う。
答　それぞれ議員の意見がある。いずれ、また議論されていく。
問　コミュニティーバスのサービス内容が他とくらべて差が出
　　ているのはなぜか。
答　当初の目的もあるので、今後議会の中で議論をし、町とも
　　話をしていきたい。
問　富士橋の架け替えの予定はあるのか。
答　県の今年度予算に調査費が計上されている。浅原橋が完成
　　し、次は富士橋が予定され、上流側下流側どちらがいいか
　　など調査されていく。

日時：5月25日　　場所：かじかざわ児童センター　　参加人数：19人

5.鰍沢南区

問　マイナンバー制度が始まると、住民基本台帳カードはどうな
　　るのか。
答　今のところ、住基カードとマイナンバーは連動しない方向で
　　進んでいる。
問　旧鰍沢では区が再編されたが、旧区単位で活動したほうがよ
　　り親密になってスムーズに動ける。区を大きくする必要があ
　　るのか。
答　町が大きくなり、富士川町全体で行事をする際などを考え、
　　全体を合わせるよう区が再編されてきた。区と地域支援職員
　　が一緒になって問題を解決し、まとめていってもらいたい。

日時：5月30日　　場所：ふれあいプラザ　　参加人数：27人

6.鰍沢北区



問　公民館建て替えや耐震工事に、コミュニティ基金を活用し
　　たいが。
答　申請は区からとなる。区長と相談して申請を。
問　道の駅の第3セクター運営は、全国的に成功した例がない
　　がどう考えるか。
答　町は特別な経営方針で取り組み進んでいる。良かったと言
　　われるよう、議会も厳しく対応していく。
問　リニア計画で土地利用計画が大幅に見直しされると思うが。
答　9月に路線案が出る。沿線地域と連携して地域の発展につ
　　ながるよう協議していきたい。

日時：5月11日　　場所：天神中条公民館　　参加人数：37人

1.天神中条区

問　病院が統合され、実際、救急車で運ばれて診てもら
　　えるのか。
答　26年4月から、鰍沢病院は24時間救急医療体制が整う
　　よう計画している。
問　病院経営は住民に財政負担がかからないよう、厳し
　　いチェック体制を。
答　評価委員会の設置を検討。町でも地区説明会を予定
　　している。
問　庁舎、町民会館の耐震化や建て替えは。
答　町で来年度以降検討されていく予定。

日時：5月23日　　場所：コミュニティー大椚　　参加人数：19人

3.大椚区

問　二病院統合の課題は。
答　医師と看護士の確保が大きな課題。職場環境を整えるこ
　　とを含め検討されている。
問　地域力創造交付金は、活動内容で差が出てもいいのでは。
答　新しい地域も含めて活発に活動する契機を与えたいと理
　　解してほしい。
問　太鼓堂は地域の人たちが資材を投じて建てた歴史ある貴
　　重なもの。もっと大事にしてほしい。
答　道の駅は太鼓堂をイメージしたもの。資料館となってい
　　る太鼓堂の活用を検討していきたい。

日時：5月18日　　場所：　米公民館　　参加人数：15人

2.　米区
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条
例
制
定

・
一
般
職
の
職
員
等
の
給
与
の

　
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

　
策
本
部
条
例

・
税
条
例

・
過
疎
対
策
の
た
め
の
固
定
資

　
産
税
の
免
除
に
関
す
る
条
例

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例

・
児
童
ク
ラ
ブ
条
例

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

　
成
条
例

・
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
つ
く

　
た
べ
か
ん
条
例

・
交
流
セ
ン
タ
ー
塩
の
華
条
例

・
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

　
給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例

・
消
防
委
員
会
条
例

・
人
権
擁
護
委
員

　
再
任
　
川
口
あ
き
子
（
長
沢
）

　
再
任
　
小
池
　
　
茂
（
長
沢
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
カ
ラ
マ
ツ
オ
外
三
十
山
恩
賜

　
林
保
護
財
産
区
管
理
委
員

　
新
任
　
望
月
　
文
雄
（
五
開
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

条
例
の
一
部
改
正

人
　
　
事

3,722万円峡南広域行政組合電算システム負担金

220万円コミュニティ助成事業補助金（防災関連機材の購入・青柳町区）

263万円峡南北部二病院統合事務組合負担金

200万円高齢者（65歳以上）肺炎球菌ワクチン接種委託料など

300万円風しん・ＭＲワクチン（20歳から49歳）接種委託料など

586万円
空き店舗活用地域コミュニティ再生事業委託など
（失業者の雇用促進と空き店舗活用。8月上旬募集、9月事業開始予定）

1億2270万円補正額 75億32万円総　額

地
域
活
性
化
施
設
塩
の
華
の
改
修

峡南広域行政組合消防費負担金 5,388万円

かじかの湯自動制御機器修繕 300万円

地域活性化施設指定管理委託など 924万円

林道柳川箱原線災害復旧工事費 630万円

17万円　米公民館改修・修繕補助金

床のリフォームが予定されている
米公民館

　6月定例会を7日から12日までの6日間の会期で開
催しました。町長から提出された条例制定案2件、
条例改正案9件、一般会計および特別会計補正予算
など計28議案を原案のとおり可決しました。



　
議
会
広
報
常
任
委
員
会
で
は
、
6
月
27
日
、
議
会
広
報

モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
嘱
期
間
は
議
会
だ
よ
り
16
号
（
平
成
26
年
3
月
定
例

会
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
8
人
の
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
議
会
だ
よ
り
が
読
み
や

す
く
、
分
か
り
や
す
い
紙
面
に
な
る
よ
う
、
ご
意
見
な
ど

を
い
た
だ
き
ま
す
。

　今定例会では、6月10日（日）に休日

議会を開催しました。これは議会改革の

一環として、住民の方に広く議会の活動

を知ってもらうためのものです。

　当日は9人の議員が一般質問を行い、

約30人の方が傍聴に訪れました。傍聴者

に行ったアンケートの結果を参考にして、

今後の休日議会に生かしていきます。

・住民が議会、本会議を傍聴する機会を増やすのは

良いこと。また、議会から住民に対して機会を増

やすということも良い。

・議会の傍聴が初めてでしたが、活発な討議が行わ

れており、暮らしやすい町づくりのための原点の

ように感じました。また、入退出も自由で、多く

の方が傍聴してもらいたい（特に若い世代）。そ

のために私自身も声かけしたいと思いました。

・いいと思います。しかし、それに伴う費用が気に

なります。費用対効果はいかほどでしょう？

・傍聴に来てみると、町にはさまざまな問題がある。

個人的には情報はとても少なく、こういう問題を

町がどのように考えているかなど、傍聴すること

でよくわかる。

・普段行われている議会を身近に感じることができた。

（アンケート回答者　14人）
傍聴者アンケート集計結果

今回が初めて
以前にも傍聴したことがある

議会を傍聴したことがありますか

男性　8人　　　女性　6人

性　別

良い試みである
開催しなくても良い

6人
8人

14人
0人

休日議会の試みをどう思いますか

金丸　芳子さん
（青柳町）

かな まる よし こ

秋山　　始さん
（青柳町）

あき やま はじめ

加賀美恵美子さん
（長　沢）

か が み え み こ

丸山　良男さん
（中　部）

まる やま よし お

杉田　光司さん
（青柳町）

すぎ こうた じ

白川　秋子さん
（青柳町）

しら かわ あき こ

山田　一仁さん
（鰍沢中）

やま かず ひとだ

望月　康次さん
（鰍沢北）

もち こう じづき



　
峡
南
北
部
二
病
院
統
合
事
務
組

合
は
、
二
病
院
統
合
の
移
行
実
務

が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
、
顧
問

を
置
く
こ
と
と
し
、
平
成
25
年
5

月
31
日
付
け
で
、
峡
南
北
部
二
病

院
統
合
協
議
会
委
員
　
山
梨
大
学

医
学
部
教
授
（
同
学
部
附
属
病
院

副
病
院
長
）
佐
藤
弥
氏
を
招
へ
い

し
た
。

　
佐
藤
教
授
は
、
山
梨
大
学
医
学

部
の
副
病
院
長
（
病
院
経
営
管
理

部
長
）
で
あ
り
、
地
域
医
療
学
講

座
教
授
お
よ
び
地
域
医
療
連
携
支

援
学
講
座
教
授
を
兼
任
し
て
い
る
。

　
事
務
組
合
は
、
5
月
26
日
、
平

成
26
年
4
月
開
院
予
定
の
「
峡
南

医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
企
業
長
と
し

て
、
河
野
哲
夫
氏
（
市
川
三
郷
町

立
病
院
長
）
を
内
定
し
た
。
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部
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は
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22
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に
第
1
回
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時
会
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6
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24
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2
回
臨

時
会
を
開
催
し
、
25
年
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の
会
計

予
算
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ど
を
可
決
し
た
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築
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巡
回
バ
ス
は
、
4
月
1
日
か
ら

鰍
沢
病
院
と
市
川
三
郷
町
立
病
院

間
を
1
日
12
往
復
運
行
し
て
い
る
。

　
4
月
・
5
月
の
2
カ
月
間
の
利

用
者
は
約
6
0
0
人
。
こ
れ
ま
で

定
員
オ
ー
バ
ー
で
全
員
乗
車
で
き

な
い
時
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

当
初
計
画
し
て
い
た
バ
ス
購
入
に

つ
い
て
、
車
種
の
見
直
し
な
ど
を

行
う
こ
と
と
し
た
。

　
人
事
管
理
、
管
理
運
営
、
財
務

会
計
に
お
け
る
両
病
院
の
実
務
に

関
す
る
取
組
み
を
計
画
し
実
行
し

て
い
く
た
め
、
11
の
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
、
具
体
的
な

検
討
が
始
ま
っ
た
。

　
事
務
組
合
で
は
、
峡
南
医
療
セ

ン
タ
ー
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
募

集
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
今
後
詳
細
を
事
務
組
合
や
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
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予
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が
始
ま
る

峡南北部二病院統合事務組合
ホームページを開設しました。

http://www.togokumiai.jp/

両町のホームページからも検索できます



問
　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
に
、
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
取
り
組
み
を

進
め
る
考
え
が
あ
る
か
。

企
画
課
長
　
新
た
な
自
主
財
源

確
保
の
観
点
か
ら
、
施
設
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
は
、
大

変
有
効
な
手
段
と
考
え
検
討
を

し
て
い
る
。
し
か
し
、
ま
す
ほ

文
化
ホ
ー
ル
は
合
併
調
整
時
、

名
称
を
残
し
て
も
ら
い
た
い
と
、

当
時
の
増
穂
町
文
化
会
館
運
営

委
員
会
か
ら
要
望
が
あ
り
、
協
議
・

検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

問
　
当
面
は
文
化
ホ
ー
ル
に
対

し
て
は
導
入
し
て
い
か
な
い
と

感
じ
た
。
制
度
が
あ
れ
ば
手
を

挙
げ
て
も
い
い
と
言
っ
て
い
る

企
業
が
あ
る
中
で
、
導
入
を
早

急
に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

町
長
　
今
す
ぐ
駄
目
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
直
ち
に
対
処
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
十

分
な
協
議
・
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

問
　
他
の
施
設
に
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
を
導
入
し
て
い
く
考
え

は
あ
る
か
。

企
画
課
長
　
制
度
の
導
入
お
よ
び
、

ど
の
よ
う
な
施
設
が
対
象
と
し

て
よ
い
か
検
討
し
て
い
く
。

問
　
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
対
策

の
現
状
と
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
は
。

財
政
課
長
　
エ
ア
コ
ン
の
温
度

設
定
の
徹
底
、
蛍
光
灯
の
調
整
、

Ｏ
Ａ
機
器
の
待
機
電
力
の
削
減

お
よ
び
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
設
置

や
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
実
施
に
よ
り
、

冷
房
時
の
消
費
電
力
の
抑
制
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
、
8
カ
所

の
公
共
施
設
に
デ
マ
ン
ド
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

夏
場
の
使
用
電
力
の
管
理
削
減

を
図
っ
て
い
る
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
は
、
太
陽
光
発
電
お

よ
び
地
中
熱
に
よ
る
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。

問
　
県
で
は
電
力
使
用
量
を
13

％
削
減
す
る
目
標
を
設
け
、
17

項
目
の
実
施
計
画
を
掲
げ
た
。

町
で
も
県
と
同
様
の
取
り
組
み
、

ま
た
は
町
独
自
の
取
り
組
み
を

考
え
て
い
る
か
。

財
政
課
長
　
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
の
た
め
、
目
標
達
成
の
実
施

項
目
を
6
項
目
設
定
し
て
い
る
。

対
22
年
度
比
で
使
用
電
力
量
は

18
％
強
の
削
減
が
図
ら
れ
て
い
る
。

問
　
目
標
達
成
の
結
果
は
公
表

し
な
い
の
か
。

財
政
課
長
　
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
表
す
る
。

問
　
さ
ら
な
る
削
減
が
必
要
と

思
う
。
電
球
や
蛍
光
灯
は
も
ち

ろ
ん
、
夜
間
照
明
な
ど
に
も
Ｌ

Ｅ
Ｄ
が
あ
る
が
、
公
共
施
設
で

の
交
換
は
考
え
て
い
る
か
。

財
政
課
長
　
今
後
計
画
的
に
切

り
替
え
を
進
め
て
い
き
た
い
。

省
エ
ネ
対
策
は

ネーミング
ライツ導入を

調査・検討
していく

6月定例会

用
語
解
説

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

　
公
共
の
施
設
に
企
業
名
や
商

品
名
な
ど
を
付
け
る
施
設
の
命

名
権
。

デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム

　
最
大
電
力
量
の
目
標
値
を
設

定
し
、
最
大
電
力
量
が
大
き
く

な
る
こ
と
を
抑
制
し
、
契
約
電

力
の
減
少
を
図
る
シ
ス
テ
ム
。

さ
め
た
洋
平
議
員

ネーミングライツの検討を

使
用
電
力
削
減
は



問
　
第
2
保
育
所
周
辺
の
道
路

整
備
に
つ
い
て
、
保
育
所
周
辺

の
道
路
名
称
を
伺
う
。

建
設
課
長
　
保
育
所
の
西
を
南

北
に
通
っ
て
い
る
の
は
、
町
道

長
沢
5
号
線
で
あ
り
、
他
の
周

辺
道
路
は
農
道
で
あ
る
。

問
　
第
2
保
育
所
周
辺
の
道
路

が
狭
く
、
子
ど
も
の
送
り
迎
え

な
ど
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
保

護
者
も
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
計
画
道
路
の
青
柳

長
沢
線
の
未
改
良
区
間
も
昨
年

か
ら
工
事
に
着
手
し
た
。
幹
線

道
路
の
整
備
と
あ
い
ま
っ
て
、

周
辺
の
生
活
道
路
も
整
備
す
る

こ
と
で
、
は
じ
め
て
都
市
計
画

道
路
の
効
用
も
向
上
す
る
も
の

と
考
え
る
。

　
第
2
保
育
所
周
辺
の
青
柳
長

沢
線
と
接
続
す
る
町
道
・
農
道

の
拡
幅
計
画
は
あ
る
の
か
。

建
設
課
長
　
保
育
所
北
側
に
な

る
都
市
計
画
道
路
の
青
柳
長
沢

線
に
つ
い
て
は
、
現
在
整
備
を

進
め
て
い
る
が
、
今
は
こ
れ
に

接
続
す
る
町
道
・
農
道
の
整
備

計
画
は
な
い
。
し
か
し
、
第
2

保
育
所
周
辺
の
生
活
道
路
は
、

町
道
・
農
道
と
も
に
幅
員
が
狭

く
3
〜
4
ｍ
程
度
で
あ
り
、
車

の
す
れ
違
い
も
困
難
な
状
況
で

あ
る
の
で
、
今
後
検
討
し
て
い

く
。

問
　
大
椚
・
大
久
保
線
は
、
現

在
、
国
道
52
号
交
差
点
ま
で
は

広
く
立
派
な
道
路
と
な
っ
た
が
、

そ
の
先
の
区
間
が
3
年
近
く
工

事
の
停
滞
状
態
が
続
い
て
い
る
。

当
時
、
当
局
の
説
明
に
よ
る
と

用
地
買
収
、
用
地
交
渉
が
進
み

次
第
、
廃
棄
道
8
ｍ
道
路
ま
で

の
工
事
を
進
め
る
と
い
う
説
明

を
受
け
た
。
現
在
の
進
ち
ょ
く

状
況
は
。

建
設
課
長
　
町
道
大
椚
・
大
久

保
線
は
、
町
の
事
業
計
画
区
間

の
延
長
が
5
0
0
ｍ
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
国
道
52
号
か
ら
町
道

金
手
小
林
線（
通
称
8
ｍ
道
路
）

約
2
5
0
ｍ
に
つ
い
て
事
業
認

可
を
受
け
、
開
設
に
向
け
て
用

地
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。
現
在

の
進
ち
ょ
く
状
況
は
、
用
地
補

償
が
約
77
%
完
了
し
て
お
り
、

今
年
度
も
引
き
続
き
用
地
交
渉

を
進
め
る
。

　
工
事
着
手
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
度
を
予
定
し
て

い
る
。

井
上
　
勝
議
員

第2保育所周辺の
町道・農道の拡幅計画は

町道・農道とも幅員が
狭い拡幅は今後検討

大
椚
・
大
久
保
線
の

整
備
状
況
は
ど
う
か

第2保育所前の通園道路



長
澤
け
ん
議
員

人口アップの
取り組み状況は

快適に暮らせる
まちづくり事業を進める

児
童
セ
ン
タ
ー
の

有
効
活
用
は

問
　
現
在
の
人
口
5
0
0
人
ア
ッ

プ
の
取
り
組
み
状
況
は
。

町
長
　
子
育
て
支
援
の
充
実
や

学
習
環
境
の
整
備
を
図
り
、
医

療
体
制
の
充
実
、
町
有
住
宅
を

確
保
、
町
有
地
の
売
却
や
山
王

土
地
区
画
整
理
事
業
を
実
施
。

施
策
を
通
じ
、
安
心
し
て
生
涯

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
で
人
口
増
加
を

図
る
。

問
　
人
口
が
増
え
て
い
な
い
が
。

町
長
　
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
積

み
重
な
っ
て
、
は
じ
め
て
住
ん

で
い
た
だ
け
る
町
に
な
る
。

問
　
町
外
に
籍
を
置
く
職
員
は

ど
の
く
ら
い
い
る
か
。

町
長
　
30
人
以
上
だ
と
思
う
。

今
は
新
し
い
職
員
の
採
用
後
は

町
内
在
住
を
条
件
と
し
て
い
る
。

結
婚
な
ど
の
事
情
で
町
外
へ
い

く
人
が
い
る
。

問
　
今
後
何
年
で
5
0
0
人
増

や
す
計
画
な
の
か
。

町
長
　
総
合
計
画
で
1
万
7
千

人
と
い
う
目
標
を
立
て
た
。
第

1
期
総
合
計
画
は
8
年
間
の
計
画
。

8
年
後
に
は
目
標
に
い
か
な
く

て
も
、
こ
れ
以
上
人
口
が
減
ら

な
い
よ
う
に
し
た
い
。

問
　
増
穂
小
学
校
西
側
の
農
地

を
宅
地
開
発
す
べ
き
と
思
う
が
。

町
長
　
農
振
農
用
地
区
域
な
の
で
、

今
す
ぐ
と
は
い
か
な
い
が
、
今
後
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
中

で
、
地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
を
す
る
。

問
　
1
本
横
道
を
通
せ
ば
、
す

ぐ
宅
地
開
発
が
で
き
る
と
思
う
が
。

町
長
　
家
が
乱
立
し
て
か
ら
で

は
遅
く
な
る
の
で
、
早
い
う
ち

に
や
り
た
い
。

問
　
他
町
村
に
比
べ
土
地
開
発

事
業
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例

が
厳
し
い
。
緩
和
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長
　
町
の
条
例
が
厳
し

い
と
い
う
感
じ
は
な
い
。
開
発

の
道
路
に
つ
い
て
は
、
行
き
止

ま
り
だ
と
回
転
が
で
き
な
い
の
で
、

6
ｍ
の
基
準
を
設
け
て
い
る
。

通
り
抜
け
が
で
き
れ
ば
4
ｍ
で

も
開
発
の
許
可
は
出
る
。

問
　
児
童
セ
ン
タ
ー
の
日
中
の

利
用
状
況
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
午
前
中
は

妊
産
婦
お
よ
び
就
園
前
ま
で
の

乳
幼
児
の
親
子
が
、
子
育
て
支

援
の
育
児
教
室
な
ど
で
利
用
し

て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
日
も
自

由
に
乳
幼
児
の
親
子
が
利
用
で

き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

問
　
多
機
能
型
児
童
館
と
し
て

お
年
寄
り
に
開
放
す
る
な
ど
、

世
代
を
超
え
た
施
設
に
で
き
な

い
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
児
童
ク
ラ

ブ
の
部
屋
は
児
童
の
持
ち
物
な

ど
が
置
い
て
あ
る
た
め
、
登
録

者
以
外
の
開
放
は
し
て
い
な
い
。

児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
た

ち
と
触
れ
合
う
た
め
で
あ
れ
ば
、

気
軽
に
来
て
使
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

いつでも利用できるますほ児童センター



問
　
生
活
保
護
受
給
者
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
最

後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
い

わ
れ
る
生
活
保
護
を
取
り
巻
く

本
町
の
現
状
を
伺
う
。

福
祉
保
健
課
長
　
現
在
59
世
帯

82
人
で
、
前
年
と
比
較
し
12
世

帯
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
年
間
相
談
件
数
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の

う
ち
実
際
に
受
給
に
至
る
ケ
ー

ス
は
ど
の
く
ら
い
か
。

福
祉
保
健
課
長
　
平
成
24
年
度

は
40
世
帯
で
、
そ
の
う
ち
受
給

に
至
っ
た
ケ
ー
ス
は
12
世
帯
で

あ
る
。

問
　
受
給
者
が
自
立
に
至
る
ケ
ー

ス
は
あ
る
か
。

福
祉
保
健
課
長
　
受
給
者
が
自

立
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
は
な
い
。

問
　
若
い
人
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、

何
が
原
因
で
自
立
が
で
き
な
い

の
か
。

福
祉
保
健
課
長
　
病
気
な
ど
就

労
支
援
を
す
る
以
前
の
問
題
が

あ
り
、
自
立
で
き
な
い
原
因
と
な
っ

て
い
る
。

問
　
受
給
者
の
増
加
に
伴
い
、

生
活
保
護
の
不
正
受
給
が
増
え

て
い
る
。
生
活
保
護
制
度
の
根

幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
事
態

で
あ
り
、
真
に
保
護
さ
れ
る
べ

き
生
活
困
窮
者
へ
の
影
響
を
心

配
す
る
。
本
町
で
は
こ
れ
ま
で

に
不
正
受
給
の
例
は
あ
る
か
。

福
祉
保
健
課
長
　
県
の
峡
南
保
健

福
祉
事
務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

が
、
生
活
保
護
世
帯
を
定
期
的

に
訪
問
し
て
調
査
を
行
っ
て
い

る
が
、
本
町
に
は
不
正
受
給
の

実
態
は
な
か
っ
た
。

問
　
生
活
保
護
に
ま
で
は
至
ら

な
い
が
、
困
窮
し
て
い
る
家
庭

へ
の
支
援
策
と
し
て
、
フ
ー
ド

バ
ン
ク
な
ど
の
活
用
が
あ
る
。

本
町
で
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
年

5
千
円
の
負
担
金
を
出
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
活

動
な
の
か
。

福
祉
保
健
課
長
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
と
食
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
に
つ
い
て

連
携
確
約
書
を
締
結
し
、
生
活

保
護
を
申
請
し
て
か
ら
決
定
に

な
る
ま
で
の
間
、
ま
た
は
困
窮

者
の
希
望
に
よ
り
食
料
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
会
費
と
し
て
年
5
千

円
納
め
て
い
る
。

問
　
こ
う
い
っ
た
情
報
の
提
供

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

支
援
し
て
ほ
し
い
人
は
、
ど
こ

に
行
っ
て
ど
の
よ
う
な
手
続
き

を
す
れ
ば
い
い
の
か
。

福
祉
保
健
課
長
　
周
知
は
公
に

は
し
て
い
な
い
。
保
健
師
や
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
な
ど
、
家
庭
の
中

に
入
り
込
ん
で
い
け
る
人
た
ち
が
、

定
期
的
に
会
議
を
開
い
て
食
料

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
法
が
改
正
さ
れ
生
活
保
護

費
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
本
町

へ
の
影
響
は
。

福
祉
保
健
課
長
　
本
町
に
お
い

て
は
、
減
額
・
廃
止
に
な
る
受

給
者
は
い
な
い
。

永
井
寛
子
議
員

生活困窮者への食料支援の仕分け
（フードバンク山梨）

生活保護受給者の
現状と課題は

毎年増加傾向にあり
自立に至るケースはない



問
　
リ
ニ
ア
実
験
線
建
設
工
事

に
起
因
す
る
環
境
へ
の
影
響
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
発
生
し

て
い
る
の
か
。
町
と
し
て
の
認

識
を
伺
う
。

企
画
課
長
　
ト
ン
ネ
ル
工
事
に

よ
り
、
笛
吹
市
御
坂
町
の
簡
易

水
道
の
水
源
の
水
枯
れ
や
、
上

野
原
市
秋
山
の
簡
易
水
道
の
水

源
と
な
っ
て
い
る
河
川
の
水
が

枯
渇
し
た
こ
と
。
高
架
の
日
影

で
桃
や
ブ
ド
ウ
の
作
柄
に
影
響

が
出
た
な
ど
の
日
照
問
題
な
ど

は
承
知
し
て
い
る
。

問
　
先
日
、
役
場
西
の
釣
り
堀

屋
さ
ん
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ

こ
で
も
1
週
間
で
2
0
0
ト
ン

ぐ
ら
い
地
下
水
を
使
っ
て
い
る
。

も
し
、
使
え
な
く
な
っ
た
ら
死

活
問
題
に
な
る
。

　
町
内
の
公
的
施
設
や
民
間
で

使
っ
て
い
る
水
の
利
用
状
況
を

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

当
然
、
河
川
の
流
量
も
調
査
す

る
。
調
べ
た
デ
ー
タ
は
上
水
道

や
簡
易
水
道
と
一
元
的
に
管
理

し
、
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
。
そ
の
費
用
は
Ｊ
Ｒ
東

海
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
。
業

務
は
で
き
る
だ
け
町
内
に
あ
る

業
者
に
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
。

　
湧
水
し
た
水
の
利
用
権
は
町

が
取
得
し
、
自
由
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
リ
ニ
ア
・
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
し
て
販

売
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

将
来
の
水
源
枯
渇
に
備
え
て
配

水
池
を
設
置
す
る
。
こ
れ
ら
も

す
べ
て
Ｊ
Ｒ
東
海
の
負
担
と
す

る
。

　
水
が
枯
れ
る
影
響
が
出
た
な

ら
ば
、
す
べ
て
リ
ニ
ア
ト
ン
ネ

ル
工
事
に
起
因
す
る
も
の
で
あ

り
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
無
条
件
で
そ

の
対
応
と
補
償
に
当
た
る
。
地

域
の
住
民
や
、
学
識
経
験
者
や

専
門
家
を
交
え
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海

と
詰
め
ら
れ
る
体
制
を
つ
く
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

企
画
課
長
　
対
策
協
議
会
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で

で
き
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
山
梨
県
と
梨
大
附
属
病
院

長
も
協
定
書
で
立
ち
会
い
、
全

面
的
に
協
力
し
て
く
れ
る
と
考

え
て
い
た
が
、
一
番
大
事
な
企

業
長
を
決
め
る
の
に
な
ぜ
時
間

が
か
か
る
の
か
。

町
長
　
県
の
協
力
、
梨
大
附
属

病
院
の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が

ら
進
め
て
い
る
が
、
企
業
長
と

い
う
こ
と
で
本
人
の
気
構
え
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
と
こ
ろ
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問
　
入
浴
回
数
券
の
販
売
は
、

経
営
努
力
を
促
す
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
に
な
ら
な
い
の
で
は
。

町
長
　
町
職
員
も
セ
ー
ル
ス
マ

ン
に
な
り
、
販
売
促
進
し
利
用

者
を
増
や
す
努
力
を
す
る
。

秋
山
　
貢
議
員

リニア工事で
ＪＲ東海と交渉する体制は

今後検討していきたい

峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
の

企
業
長
は
決
定
し
た
か

か
じ
か
の
湯
・
指
定
管
理
者
が

改
善
案
を
実
行
す
べ
き
で
は

リニアトンネル工事による影響が心配される水資源
（役場西のつり堀・最勝寺）



問
　
富
士
川
町
は
80
％
近
く
が

森
林
で
、
山
は
暗
く
荒
れ
て
い

る
。
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
、
イ
ノ
シ

シ
や
タ
ヌ
キ
の
毛
が
抜
け
る
疥

癬
病
や
マ
ダ
ニ
も
急
速
に
増
え
、

マ
ダ
ニ
の
媒
介
に
よ
る
Ｓ
Ｆ
Ｔ

Ｓ
ウ
ィ
ル
ス
も
発
生
し
、
ま
た

シ
カ
の
媒
介
に
よ
る
ヤ
マ
ヒ
ル

も
増
加
し
て
い
る
。

　
里
山
を
明
る
く
す
る
こ
と
で

保
水
力
も
増
し
、
土
砂
災
害
も

少
な
く
な
る
。
現
状
を
町
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

農
林
振
興
課
長
　
林
業
の
担
い

手
不
足
や
森
林
所
有
者
の
高
齢

化
に
よ
り
、
森
林
の
荒
廃
は
年

々
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
　
県
で
は
森
林
環
境
税
の
導

入
で
年
2
億
2
千
万
円
を
見
込

ん
で
お
り
、
他
市
町
村
で
は
荒

廃
林
再
生
、
里
山
再
生
、
広
葉

森
林
の
植
栽
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
が
、
本
町
で
は
、
こ
の
税

を
財
源
と
し
た
事
業
を
考
え
て

い
る
か
。

農
林
振
興
課
長
　
小
室
区
八
雲

池
周
辺
2
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を

里
山
再
生
事
業
で
整
備
し
た
。

今
後
も
峡
南
森
林
組
合
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
森
林
環
境
税

を
財
源
と
し
た
森
林
整
備
を
積

極
的
に
導
入
し
て
い
き
た
い
。

問
　
里
山
は
現
状
が
こ
う
だ
か

ら
駄
目
、
こ
う
す
れ
ば
よ
く
な

る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な

く
、
非
常
に
時
間
が
か
か
る
と

思
う
。
50
年
後
を
見
据
え
て
、

ま
ず
現
状
の
調
査
を
考
え
て
は
。

農
林
振
興
課
長
　
里
山
再
生
事

業
は
民
有
林
が
対
象
、
所
有
者

か
ら
希
望
が
あ
れ
ば
対
応
す
る
。

問
　
町
の
水
は
非
常
に
お
い
し

い
。
そ
の
源
で
あ
る
里
山
の
大

切
さ
を
町
民
に
啓
発
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

農
林
振
興
課
長
　
前
年
、
広
報

を
通
し
て
1
回
し
か
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
な
い
の
で
、
数
を
増
や
し

て
町
民
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

問
　
森
の
大
切
さ
、
自
然
に
関

す
る
知
恵
を
も
っ
と
子
ど
も
た

ち
に
教
え
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
。

教
育
長
　
増
穂
ふ
る
さ
と
自
然

塾
や
、
21
世
紀
森
づ
く
り
の
会

な
ど
と
連
携
し
、
森
林
体
験
活

動
支
援
事
業
や
学
校
林
を
活
用

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

問
　
町
内
各
小
中
学
校
の
学
校

林
の
有
無
と
活
用
状
況
は
。

教
育
総
務
課
長
　
増
穂
西
小
、

増
穂
南
小
、
増
穂
中
の
3
校
に

あ
り
、
西
小
・
南
小
で
は
間
伐

材
の
利
用
な
ど
、
自
然
の
大
切

さ
を
学
ん
で
い
る
。
増
穂
中
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
現
地
確
認
と
な

っ
て
い
る
。

問
　
増
穂
中
3
年
生
に
学
校
林

の
確
認
と
、
そ
の
地
域
の
状
況

を
見
さ
せ
る
教
育
も
必
要
と
考

え
る
が
。

教
育
総
務
課
長
　
増
穂
中
学
校

林
は
36
年
経
過
し
て
お
り
、
こ

の
ま
ま
の
保
有
で
よ
い
。
生
徒

た
ち
に
も
自
分
た
ち
の
学
校
林

を
見
る
と
い
う
よ
う
な
活
動
も

今
後
、
学
校
と
も
話
を
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

神
田
　
智
議
員

荒廃した里山の再生を

所有者（民有地）から
希望があれば対応

整備が求められる里山

か
い

せ
ん

び
ょ
う



問
　
2
0
0
8
年
、
北
海
道
夕

張
市
の
破
綻
は
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。

「
市
民
が
い
な
く
な
る
。
夕
張

市
そ
れ
自
体
が
な
く
な
る
」
と

い
う
極
端
な
反
応
さ
え
起
こ
っ

た
が
、
破
綻
の
直
接
の
引
き
金
は
、

観
光
関
連
事
業
の
第
三
セ
ク
タ

ー
に
あ
っ
た
。

　
2
0
0
0
年
代
か
ら
、
膨
大

な
債
務
を
抱
え
破
綻
す
る
第
三

セ
ク
タ
ー
が
続
出
し
社
会
問
題

と
な
り
、
国
で
は
、
自
治
体
財

政
の
新
た
な
指
標
と
し
て
、
公

営
企
業
・
第
三
セ
ク
タ
ー
を
含

む
財
政
健
全
化
指
数
を
示
し
、

議
会
へ
の
報
告
を
義
務
付
け
た
。

　
同
時
に
第
三
セ
ク
タ
ー
の
改

革
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や

プ
ラ
ン
が
具
体
的
に
示
さ
れ
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
整
理
に
関
す

る
特
例
措
置
と
、
地
方
公
共
団

体
が
損
失
補
償
を
し
な
い
こ
と
、

財
政
負
担
の
明
確
化
が
求
め
ら

れ
た
。
そ
し
て
、
民
間
活
力
の

新
た
な
活
用
方
法
と
し
て
、
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
が
進
め

ら
れ
た
。

　
本
町
で
は
「
ま
ほ
ら
の
湯
」「
か

じ
か
の
湯
」
に
導
入
し
て
い
る
が
、

今
回「
つ
く
た
べ
か
ん
」「
塩
の
華
」
、

そ
し
て
来
年
完
成
す
る
「
道
の
駅
」

の
3
施
設
の
運
営
に
、
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
に
当
た
り
、

な
ぜ
第
三
セ
ク
タ
ー
「
㈱
富
士
川
」

を
設
立
し
た
の
か
、
理
由
と
経

緯
は
。

町
長
　
こ
れ
ら
の
施
設
は
地
域

物
産
の
Ｐ
Ｒ
、
地
域
雇
用
な
ど

を
や
っ
て
き
た
。
民
間
に
任
せ

収
益
だ
け
で
経
営
さ
れ
た
の
で
は
、

本
来
の
目
的
が
薄
れ
て
し
ま
う
。

町
が
多
額
の
費
用
を
か
け
た
施

設
で
あ
る
。
町
の
情
報
発
信
・

施
策
発
信
を
す
る
た
め
、
町
が

大
き
く
関
与
す
る
形
で
、
民
間

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
株
式
会

社
を
設
立
し
た
。

問
　
指
定
管
理
者
と
の
基
本
協

定
の
内
容
は
こ
れ
ま
で
の
も
の

と
変
わ
ら
な
い
の
か
。
ま
た
年

度
協
定
書
の
内
容
は
。

町
長
　
指
定
期
間
の
5
年
は
変

わ
ら
な
い
。
た
だ
し
今
回
は
こ

れ
ま
で
と
違
い
、
農
村
公
園
や

営
業
時
間
外
の
駐
車
場
・
ト
イ

レ
の
管
理
な
ど
公
益
的
施
設
の

部
分
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
指
定

管
理
料
が
含
ま
れ
る
と
こ
ろ
が

違
う
。

問
　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
責
任
は
、

一
義
的
に
は
公
募
で
選
ば
れ
た

代
表
取
締
役
に
あ
る
が
、
町
が

損
失
補
て
ん
を
す
る
の
か
否
か
。

民
事
上
・
刑
事
上
の
責
任
を
経

営
ト
ッ
プ
に
問
う
の
か
否
か
。

町
長
　
経
営
者
と
し
て
の
職
務

権
限
・
責
任
を
明
確
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
町
の
出
資

者
と
し
て
の
責
任
は
株
式
会
社

で
あ
る
か
ら
、
出
資
の
範
囲
、

有
限
責
任
と
考
え
て
い
る
。

問
　
株
式
会
社
と
は
い
え
、
町

が
基
本
的
な
出
資
母
体
で
あ
る
。

町
議
会
と
の
関
係
は
。

企
画
課
長
　
法
令
に
基
づ
き
収

支
実
績
・
執
行
状
況
を
調
査
し
、

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。
議
会

に
対
し
て
も
毎
事
業
年
度
、
経

営
状
況
を
説
明
す
る
書
類
を
作

成
し
提
出
す
る
。

齊
藤
欽
也
議
員

第三セクター
「株式会社　富士川」の責任所在は

出資者として
出資の範囲の有限責任

民間活力で新たな経営
（塩の華改装オープン）



問
　
富
士
川
町
に
2
つ
あ
る
児

童
セ
ン
タ
ー
の
利
用
状
況
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
ま
す
ほ
児

童
セ
ン
タ
ー
が
年
間
6
、3
7
7
人
、

鰍
沢
児
童
セ
ン
タ
ー
が
7
、2
0
8

人
で
あ
る
。

問
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利

用
状
況
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
富
士
川
町

に
3
つ
あ
る
児
童
ク
ラ
ブ
の
定

員
は
、
各
70
人
。

　
登
録
児
童
数
は
、
ま
す
ほ
北

児
童
ク
ラ
ブ
が
1
年
生
か
ら
3

年
生
ま
で
で
68
人
、
4
年
生
2

人
を
入
れ
定
員
の
70
人
。
ま
す

ほ
南
児
童
ク
ラ
ブ
は
1
年
生
か

ら
3
年
生
ま
で
で
48
人
、
4
年

生
10
人
を
入
れ
58
人
。
さ
く
ら

な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
は
1
年
生
か

ら
3
年
生
ま
で
で
35
人
、
4
年

生
か
ら
6
年
生
の
9
人
を
入
れ

44
人
。
全
体
で
1
7
2
人
の
登

録
が
あ
る
。

問
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
3

年
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
る

市
町
村
が
圧
倒
的
に
多
い
中
、

4
年
生
以
上
も
対
象
に
し
て
い

る
富
士
川
町
は
、
共
働
き
家
庭

の
子
育
て
支
援
に
大
き
く
貢
献
し
、

大
い
に
評
価
で
き
る
。
定
員
あ

り
き
と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、

実
態
の
支
援
策
を
と
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
。

町
長
　
平
成
24
年
度
の
児
童
1

日
平
均
利
用
人
数
は
、
ま
す
ほ

北
が
45
人
、
ま
す
ほ
南
が
27
人
、

さ
く
ら
な
か
よ
し
が
19
人
と
な

っ
て
い
る
。
登
録
者
イ
コ
ー
ル

定
員
と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、

柔
軟
性
を
も
た
せ
、
空
い
て
い

る
部
分
を
利
用
で
き
る
と
思
っ

て
い
る
。

問
　
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
は
時

間
的
に
人
材
確
保
が
難
し
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
子
育
て
支
援

課
が
音
頭
を
と
っ
て
、
そ
れ
ら

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
が
。

子
育
て
支
援
課
長
　
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
は
、
学
校
で
も
な
く

家
庭
で
も
な
く
、
で
も
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
ほ
っ
と
す
る
居

場
所
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

各
児
童
ク
ラ
ブ
に
は
、
指
導
員

を
専
従
と
し
て
2
人
配
置
し
、

6
月
か
ら
は
児
童
が
下
校
し
大

勢
に
な
る
時
間
帯
に
、
3
人
の

指
導
員
体
制
を
2
カ
所
で
と
っ

て
い
る
。
今
後
、
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
の
人
材
確
保
も

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
町
長
は
、
子
育
て
支
援
の

政
策
を
今
後
、
ど
の
よ
う
に
展

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長
　
既
存
の
施
策
、
事
業
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
子
育
て
支
援
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、
施

策
展
開
を
し
て
い
き
た
い
。

　
今
、
青
柳
宿
な
ど
を
核
と
し
た
、

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
構
想

を
進
め
て
い
て
、
そ
の
中
に
も

子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
て
、
お
母

さ
ん
方
が
く
つ
ろ
ぎ
、
交
流
の

で
き
る
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
も

考
え
て
い
る
。

市
川
淳
子
議
員

児童センター・
放課後児童クラブの連携は

地域に根ざした
子育て支援体制を充実

利用されている放課後児童クラブ
（ますほ北児童クラブ）



保
坂
　
實
議
員

耕作放棄地の
適切な農地保全は

国・県の制度を取り入れ
農業再生に努力

空
き
家
、廃
屋
な
ど

の
対
策
は

中山間地にある廃屋

問
　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や

採
算
性
な
ど
で
、
遊
休
農
地
や

耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
る
。

　
当
町
1
万
1
、
2
0
0
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
7
％
、
8
千
ア
ー
ル

が
農
地
だ
が
、
こ
れ
を
減
ら
さ

な
い
農
地
保
全
の
考
え
方
は
。

農
林
振
興
課
長
　
中
山
間
地
域

直
接
支
払
制
度
や
、
農
地
集
積

協
力
金
制
度
、
青
年
就
農
給
付

金
制
度
な
ど
を
取
り
入
れ
、
農
地
、

水
路
の
維
持
管
理
や
環
境
保
全

に
努
力
し
て
い
く
。

問
　
国
が
制
度
化
を
進
め
て
い

る
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
対

応
は
。

農
林
振
興
課
長
　
こ
の
機
構
は
、

農
地
の
集
約
や
管
理
業
務
の
代

行
を
事
業
と
し
て
計
画
し
て
い
る
。

設
置
後
は
当
町
で
も
活
用
し
て

い
き
た
い
。

問
　
耕
作
放
棄
地
に
繁
茂
し
た

雑
草
類
が
隣
地
耕
作
物
に
害
を

与
え
、
病
害
虫
の
発
生
源
と
も

な
り
、
冬
場
は
枯
れ
草
と
な
り

火
災
原
因
と
も
な
り
か
ね
な
い
。

雑
草
除
去
条
例
の
周
知
徹
底
は
。

農
林
振
興
課
長
　
雑
草
除
去
条

例
に
の
っ
と
り
、
地
権
者
の
理

解
と
協
力
を
得
て
、
適
切
な
雑

草
除
去
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
　
防
災
景
観
上
問
題
が
あ
る
。

現
状
を
把
握
し
て
い
る
か
。

防
災
課
長
　
各
区
の
協
力
で
約

2
0
0
件
を
確
認
し
て
い
る
。

問
　
危
険
建
造
物
が
生
活
道
や
、

通
学
道
沿
い
に
散
見
さ
れ
る
。

老
朽
化
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
耐

震
強
度
調
査
は
し
て
い
る
か
。

防
災
課
長
　
想
定
す
る
南
海
ト

ラ
フ
地
震
の
被
害
を
考
え
る
と
、

安
全
確
保
が
急
務
で
あ
り
、
共

通
な
願
い
で
あ
る
。

　
法
で
定
め
ら
れ
た
基
準
で
の

設
置
は
、
所
有
者
の
責
任
で
あ
る
。

通
学
路
や
生
活
道
沿
い
の
老
朽

化
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
安

全
性
を
確
認
し
、
関
係
者
や
学

校
と
協
議
し
て
、
安
全
対
策
を

図
っ
て
い
く
。

問
　
廃
屋
や
老
朽
化
し
た
建
造

物
を
除
去
す
る
、
町
条
例
制
定

の
考
え
は
あ
る
か
。

防
災
課
長
　
防
災
防
犯
景
観
保
全
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

全
国
で
1
3
8
の
自
治
体
で
条

例
制
定
し
て
い
る
。

　
当
町
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、

現
状
の
検
証
や
各
分
野
に
お
け

る
影
響
、
問
題
点
を
調
査
・
研

究
し
て
判
断
し
た
い
。

問
　
最
近
町
内
で
火
災
が
多
発

し
て
関
係
者
が
心
配
し
て
い
る
。

防
災
課
長
　
昨
年
4
月
か
ら
20

件
発
生
し
て
い
る
。
今
後
と
も

町
民
の
皆
さ
ま
に
、
火
災
予
防

意
識
の
再
確
認
を
お
願
い
し
て

い
く
。

問
　
国
道
52
号
鰍
沢
署
か
ら
追

分
ま
で
の
電
線
地
中
化
は
。

建
設
課
長
　
景
観
や
災
害
か
ら

の
安
全
確
保
の
た
め
、
今
後
も

さ
ら
に
県
や
国
に
地
中
化
要
望

を
強
く
進
め
て
い
く
。
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富
士
川
町
の
座
標
は
北

緯
35
度
33
分
30
秒
、
東
経

1
3
8
度
27
分
55
秒
、
標

高
2
5
8
ｍ
56
。

　
地
球
の
公
転
で
こ
の
時

季
は
お
日
様
が
2
5
0
万

㎞
も
近
づ
き
、
太
陽
高
度

も
80
度
近
く
に
な
り
ま
す

の
で
、
暑
い
の
は
自
然
体

で
す
。

　
体
調
管
理
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　
新
し
い
8
名
の
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ま
の
意
見

を
い
た
だ
い
て
、
見
や
す
い
議
会
だ
よ
り
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
（
保
坂
　
實
）

　
身
延
山
参
り
の
旅
人
が
、
法

論
石
霊
場
か
ら
鰍
沢
の
船
着
き

場
に
出
よ
う
と
し
て
雪
道
に
迷
い
、

山
中
の
一
軒
家
に
一
宿
を
請
う
。

そ
こ
に
い
た
の
は
美
し
い
女
。

の
ど
に
は
刃
物
で
突
い
た
よ
う

な
月
形
の
傷
。

　
「
見
覚
え
が
あ
る
が
」
と
旅

人
は
首
を
ひ
ね
り
「
吉
原
の
熊

造
丸
屋
の
月
の
兎
お
い
ら
ん
じ
ゃ

ご
ざ
ん
せ
ん
か
」

　
昔
の
客
と
知
り
、
警
戒
を
解

い
た
お
熊
は
身
の
上
を
話
す
「
心

中
し
た
ん
で
す
が
や
り
そ
こ
な
っ

て
、
品
川
溜
め
へ
下
げ
ら
れ
て
、

女
太
夫
に
な
る
と
こ
ろ
を
危
う

く
逃
げ
て
、
こ
こ
に
隠
れ
て
い

る
ん
で
す
」

　
同
情
し
た
旅
人
は
、
心
付
け

を
二
両
わ
た
す
。

　
お
熊
の
す
す
め
る
卵
酒
に
酔
っ

た
旅
人
は
隣
の
部
屋
へ
。
酒
を

都
合
し
に
、
お
熊
が
外
出
し
た

と
こ
ろ
へ
亭
主
の
熊
の
膏
薬
売

り
が
帰
り
、
残
っ
て
い
た
卵
酒

を
飲
む
と
、
に
わ
か
に
苦
し
み

出
す
。
お
熊
が
戻
り
「
な
ん
て

こ
と
を
。
旅
人
の
胴
巻
き
が
ず
っ

し
り
重
そ
う
だ
か
ら
、
お
ま
え

が
帰
っ
て
き
て
ひ
と
仕
事
す
る

ま
で
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
卵

酒
に
し
び
れ
薬
を
仕
込
ん
だ
ん
じ
ゃ

な
い
か
」

　
こ
れ
を
聞
い
た
旅
人
は
驚
く
。

し
び
れ
た
体
に
む
ち
打
っ
て
逃

げ
出
し
、
小
室
山
で
授
か
っ
た

毒
消
し
の
護
符
を
雪
で
飲
み
込

む
と
、
不
思
議
に
効
い
て
く
る
。

部
屋
に
戻
り
、
荷
物
を
取
る
と

一
目
散
。
物
音
に
気
づ
い
た
お

熊
は
、
鉄
砲
を
持
っ
て
追
い
か

け
る
。
懸
命
に
逃
げ
る
旅
人
が

行
き
着
い
た
の
は
、
そ
そ
り
立

つ
絶
壁
。
眼
下
に
は
鰍
沢
の
流
れ
。

降
り
続
い
た
雪
で
水
勢
を
増
し

た
も
の
か
、
い
き
り
立
つ
よ
う

な
流
れ
。
振
り
返
れ
ば
、
鬼
の

形
相
の
お
熊
が
迫
っ
て
く
る
。

意
を
決
し
た
旅
人
は
、
が
け
下

に
見
付
け
た
い
か
だ
目
掛
け
て

身
を
躍
ら
せ
る
。

　
落
ち
た
弾
み
で
抜
け
た
道
中

差
し
が
縄
を
切
っ
た
か
、
い
か

だ
は
ば
ら
ば
ら
に
。
一
本
の
材

木
に
す
が
っ
て
流
れ
下
る
旅
人
に
、

が
け
の
上
か
ら
、
片
ひ
ざ
つ
い

た
お
熊
が
鉄
砲
を
向
け
る
。「
南

無
妙
法
蓮
華
経
」
思
わ
ず
お
題

目
を
唱
え
た
直
後
、「
ズ
ド
ー
ン
」

と
響
く
銃
声
。
弾
は
、
旅
人
の

ま
げ
を
か
す
め
て
傍
ら
の
岩
に

跳
ね
る
。「
あ
あ
、
こ
の
大
難
を

逃
れ
た
の
も
祖
師
の
御
利
益
、

一
本
の
お
材
木（
一
片
の
お
題
目
）

で
助
か
っ
た
」

（
富
士
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
転
載
）

こ
う

う

や
く

ご

ふ

さ

ど
う
ち
ゅ
う

く
ま

ぞ
う
ま
る

や

と

ほ
う

ろ
ん
せ
き

　
落
語
「
鰍
沢
」
は

三
遊
亭
圓
朝
作
で
あ

る
が
、
演
者
に
よ
っ

て
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て

い
る
。

　
六
代
目
三
遊
亭
圓

生
の
噺
で
は
、
身
延

に
お
詣
り
す
る
順
番

は
決
ま
っ
て
い
て
、

青
柳
の
昌
福
寺
へ
お

詣
り
を
し
て
、
小
室

山
で
毒
消
し
の
護
符

を
受
け
、
法
論
石
へ

お
詣
り
を
し
て
か
ら

鰍
沢
へ
出
て
、
本
山

へ
お
詣
り
を
す
る
と

い
う
富
士
川
町
が
舞

台
と
な
っ
て
い
る
。

問題1. 議員地区懇談会の参加者は○○○人です。
問題2. 休日議会の一般質問は○人です。
問題3. 広報モニターの人数は○人です。

《景　　品》

《応募要領》

《 宛 て 先 》

《 締 め 切り》

《当選者の発表》

抽選で3名の方に図書券千円分を差し上げます。

必要事項を記入の上、ハガキにて応募ください。

〒400-0592　富士川町天神中条1134

　　　　　富士川町議会事務局　行

平成25年8月末日（当日消印有効）

商品の発送をもって当選と代えさせていただきます。

・答え　・郵便番号　・住所　・氏名
・年齢　・電話番号　・議会だよりの感想

（1）新年度予算は73億7762万円　（2）通学路カラー化
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